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八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院
西
側
）

さ
ん
ぽ
う
ク
リ
ニッ
ク

院
長　
楊　

博
嗣

共同開発
  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社 ん

じ

き
び

パイプイス人引車 36,500 円（税別） 室内外兼用人引車 77,500 円（税別）

後
注
受
き
つ
に
評
好
大約

20

す
ま
し
品
納
で
日

日常は室内で使用、
緊急時は避難用に使用「

人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

ウエス販売
≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～　（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　　　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～　　　　（１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　
東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

☆不用になった中古衣料やタオルか
ら、ウエスに適した原料だけを選別
加工し商品として仕上げました。障
がいを持つ利用者が手作業で丁寧に
裁断し、梱包をしています。地球に
優しく、皆様に愛される商品を目指
しています。

2017年４月スタート

東大阪新聞チャンネル東大阪新聞チャンネル
毎週㊍19：00～19：30毎週㊍19：00～19：30

自分だけのTV番組がほし
い方は下記へ 週１回30分

１カ月１万円（税別）

06―6252―1602
つ～い ろ えんぴ

Tel

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―
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千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
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６
７
８
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８
４
０
６

根川医院

　

さ
ん
ぽ
う
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
内
科
・
心
療
内
科
・
皮

膚
科
）
が
本
日
５
月
１
日

に
八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院

西
側
に
開
院
し
た
。
近
鉄

八
尾
駅
か
ら
東
へ
徒
歩
５

分
、
青
山
通
り
沿
い
で
駐

車
場
も
完
備
。
電
車
で
も

車
で
も
便
利
だ
。

　

楊
博
嗣
院
長
（
55
）
は

川
崎
医
科
大
学
（
岡
山
県

倉
敷
市
松
島
５
７
７
）
卒

業
後
、
同
大
学
附
属
病
院

に
お
い
て
総
合
診
療
科
で

研
修
を
受
け
た
。
新
し
い

科
で
、
外
科
か
ら
内
科
ま

で
総
合
的
に
学
び
、
患
者

に
と
っ
て
最
適
な
治
療
を

行
う
こ
と
を
主
眼
と
す
る

も
の
だ
っ
た
。

め
る
病
院
に
入
る
も
、
腕

を
磨
く
た
め
他
の
病
院
へ

出
る
。
泉
大
津
、
滋
賀
、

高
知
な
ど
の
病

院
を
回
り
、
自

信
が
つ
い
た
と

こ
ろ
で
父
親
の

病
院
に
戻
る
。

病
院
に
は
診
療

所
も
あ
り
、
こ

ち
ら
の
ド
ク

タ
ー
に
。
大
病

院
の
空
気
が
肌

に
合
わ
ず
診
療

所
を
選
び
、
下

町
の
赤
ひ
げ
先

　

２
年
間
の

研
修
を
終

え
、
生
ま
れ

育
っ
た
大
阪

市
西
成
区
に

戻
り
、
父
親

が
院
長
を
務

生
と
し
て
地
域
医
療
に
力

を
尽
く
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
世

の
中
の
大
き
な
波
に
飲
ま

れ
、
閉
院
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
声

の
か
か
っ
た
病
院
で
勤
め

後
に
一
花
咲
か
せ
よ
う
と

さ
ん
ぽ
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

院
長
に
就
任
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
活
か
し

て
、
患
者
を
一
人
一
人

じ
っ
く
り
診
察
し
、
最
適

な
治
療
を
す
る
こ
と
に
専

る
こ
と
に
。

　

今
春
、
楊
ド
ク
タ
ー
は

一
大
奮
起
し
、
人
生
の
最

念
す
る
覚
悟
だ
。

　

開
院
に
先
が
け
て
４
月

21
日
と
22
日
に
内
覧
会
が

開
か
れ
た
。
22
日
は
一
般

社
団
法
人
予
防
医
療
推
進

協
会
の
松
茂
良
興
治
理
事

長
（
77
）
に
よ
る
認
知
症

予
防
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ

た
。

スタイリッシュなクリニックの外観

新規開院
５／１㊊

輝く笑顔の受付スタッフ

じ
っ
く
り
診
察 
最
適
治
療

さんぽうクリニック
院長　楊 博嗣
八尾市荘内町２－２－36
TEL072-990-5331
《診察時間》9:00～12:00／14:00～18:00
《休診日》木曜・日曜・祝祭日／土曜（午後）

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は

関
西
学
院
大
学
・
落
語

研
究
会
出
身
の
桂
華か

紋も
ん

さ
ん
。
演
題
は
「
あ
み

だ
が
池
」
で
ご
機
嫌
を

伺
っ
た
。
何
度
も
聞
い

て
い
る
噺
で
も
思
わ
ず

引
き
込
ま
れ
る
。

　

二
番
手
は
近
畿
大

学
・
落
語
研
究
会
出

身
、
笑
福
亭
喬き

ょ
う

介す
け

さ

ん
。
マ
ク
ラ
は
王
将
の

ギ
ョ
ー
ザ
噺
で
演
題
の

「
ま
ん
じ
ゅ
う
こ
わ
い
」

に
つ
な
ぐ
。
筋
立
て
や

オ
チ
を
分
か
っ
て
い
て

も
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま

う
の
が
落
語
の
楽
し
さ

だ
。

　

ト
リ
は
講
談
師
、
旭

堂
南な

ん
せ
い青
さ
ん
。
木
下
藤

吉
郎
、
の
ち
の
太
閤
秀

吉
と
恋
女
房
ネ
ネ
と
の

「
瓢
箪
山
も
の
が
た
り
」

を
熱
く
語
っ
た
。
秀
吉

が
大
阪
城
天
守
閣
か
ら

ネ
ネ
と
共
に
奈
良
の

山
々
を
眺
め
て
、「
あ

の
山
々
は
ま
さ
に
桃
尻

山
の
様
じ
ゃ
」
と
ネ
ネ

に
語
っ
た
。
す
る
と
ネ

ネ
は
「
桃
尻
は
太
閤
様

に
は
似
合
い
ま
せ
ぬ
。

旗
印
の
瓢
箪
に
な
さ
い

ま
せ
」
と
言
っ
た
と
か

言
わ
な
か
っ
た
と
か
。

　
「
上
方
芸
能
お
楽
し

み
会
」
の
席
亭
は
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
マ
ー
ト

株
式
会
社
・
代
表
取
締

役
社
長
の
下
野
譲
さ

ん
。「
第
３
回
上
方
芸

能
お
楽
し
み
会
in
東
大

阪
」
の
開
催
は
８
月
９

日
㈬
、
会
場
は
同
じ
く

イ
コ
ー
ラ
ム
ホ
ー
ル
、

開
場
18
時
半
、
開
演
19

時
。
出
演
者
は
旭
堂
南

青
さ
ん
、
桂
慶
治
朗
さ

ん
、笑
福
亭
呂
好
さ
ん
。

木
戸
銭
は
１
、
５
０
０

円
。
申
し
込
み
は
長
野

貴
裕
さ
ん
（
☎
０
８
０

―
６
１
３
２
―
４
３
５

３
）
へ
。

2017・５・１

　

ス
コ
ー
ル
の
季
節
に
入
っ
た
バ
ン
コ

ク
。
気
温
が
上
が
る
と
無
性
に
タ
イ
が
恋

し
く
な
る
。
タ
イ
料
理
に
パ
ク
チ
ー
は
欠

か
せ
な
い
。
パ
ク
チ
ー
は
セ
リ
科
の
一
種

で
独
特
の
き
つ
い
香
り
に
顔
を
そ
む
け
る

人
も
多
い
が
、
人
気
上
昇
中
と
か
。

　

初
め
て
口
に
し
た
の
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

出
張
の
１
９
８
１
年
。独
特
の
風
味
に
ハ
マ
っ
た
。

そ
し
て
、
１
９
９
４
年
か
ら
の
２
年
間
は
タ
イ
現

地
法
人
開
設
の

た
め
頻
繁
に
出

張
し
た
こ
と
で

パ
ク
チ
ー
大
好
き
人
間
（
パ
ク
チ
ス
ト
）
に
な
っ

た
。

　

昨
秋
、
植
木
鉢
に
タ
ネ
を
蒔
い
た
と
こ
ろ
越
冬

し
、
今
は
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
若
葉
を
茂
ら
せ

て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
産
の
タ
ネ
の
せ
い
か
明
る
い

陽
射
し
の
下
、
摘
ん
で
も
摘
ん
で
も
新
葉
が
現
れ

る
。
人
も
嫌
が
る
匂
い
に
虫
も
寄
り
付
か
な
い
。

柔
ら
か
い
若
菜
は
野
菜
サ
ラ
ダ
や
ラ
ー
メ
ン
、
チ

ャ
ン
ポ
ン
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
カ
レ
ー
な
ど
と
相
性

が
い
い
。

　

パ
ク
チ
ー
は
台
湾
な
ど
中
華
系
で
は
「
香
菜
」

（
シ
ャ
ン
ツ
ァ
イ
）、英
語
で
は
「
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
」

「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
パ
セ
リ
」
と
呼
ぶ
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
か
ら
自
国
で
も
使
い
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
肉

料
理
に
使
う
と
教
え
ら
れ
た
。
原
産
地
は
地
中
海

東
部
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
で
最
も
よ
く

使
わ
れ
た
薬
草
だ
。「
医
学
の
祖
」
ピ
ポ
ク
ラ
テ

ス
は
体
内
の
毒
を
排
出
し
、
気
分
を
静
め
る
も
の

と
し
て
推
奨
し
た
と
い
う
。

　

17
年
前
、
４

連
泊
し
た
プ
ー

ケ
ッ
ト
の
ホ
テ

ル
で
パ
ク
チ
ー
を
所
望
し
た
。「
そ
ん
な
に
好
き

な
の
か
」
と
珍
し
が
っ
て
、
根
っ
こ
の
つ
い
た
株

を
厨
房
の
人
た
ち
が
持
っ
て
き
た
。「
何
に
効
く

の
か
」
と
問
う
と
、「
心
臓
に
よ
い
（
強
壮
剤
）」

い
や
「
精
力
が
つ
く
」
と
、
に
ぎ
や
か
な
パ
ク
チ

ー
談
義
と
な
っ
た
。
後
日
、
友
人
が
バ
ン
コ
ク
の

定
宿
の
マ
マ
に
確
か
め
て
く
れ
た
と
こ
ろ
「
胃
腸

に
よ
い
、
腹
下
し
に
い
い
」
と
言
う
。「
良
薬
口

に
苦
し
」
と
い
う
が
こ
の
独
特
の
匂
い
が
良
薬
の

証
し
だ
ろ
う
。
自
家
栽
培
で
「
薬
い
ら
ず
」
だ
。

晴耕雨読

パ
ク
チ
ー
人
気
上
昇
中

第
３
回
は
８
月
９
日
㈬
開
催

第２回

お楽しみ会 in 東大阪

　東大阪から講談を甦らせる楽しいひ
とときをテーマに、４月12日近鉄奈良
線若江岩田駅前・希

き

来
ら

里
り

ビル６階のイ
コーラムホールにて、「第２回上方芸
能お楽しみ会in　東大阪」が賑やかに
開催された。今回は講談師・旭堂南青
さんをメーンに２人の人気落語家が舞
台を盛り上げた。

患者の立場に立って診察する楊博嗣院長

　　　　　　　　　毎週木曜日19:00～19:30
　　　　　　　　　視聴は http://i-tv.jp

東大阪新聞チャンネル
好評放

映中 ５
月

４日  ゲスト ： 田邊砂智子さん「フラのカリス

マ」（キャスター ： 小川秀人記者）

11日  ゲスト：松茂良興治さん「認知症予防」

（キャスター ： 小野元裕社長）

18日「文学からみたHip Hop vol.2」（キャス

ター ： 嶋津亮太記者）

25日  ゲスト：笠本義嗣さん「企業にモテる仕

事人育成」（キャスター ： 石河亮平編集委員）

　

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
に
て
４
月
20

日
か
ら
の
３
日
間
開
催
さ
れ
た
「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
２
０
１
７
」。
年
々
来

場
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
年
は

９
万
人
を
超
え
た
。

　

今
回
の
出
展
ブ
ー
ス
で
賑
わ
い
を

見
せ
た
の
が
、
株
式
会
社
新
聞
印

刷
・
認
知
症
事
業
部
だ
。
匂
い
付
き

の
自
分
史
ノ
ー
ト
「
脳
活
・
ラ
イ
ブ

レ
ビ
ュ
ー
ノ
ー
ト
」
を
開
発
中
で
、

サ
ン
プ
ル
展
示
が
行
わ
れ
て
い
た
。

ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
り
、
統
括
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
福
山
耕
治
氏
（
47
）
に
特

徴
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。

　

福
山
氏
に
よ
る
と
、「
生
き
た
証

を
思
い
出
し
て
書
き
出
す
こ
と
は

『
回
想
法
』
と
い
っ
て
数
十
年
前
か

ら
記
憶
を
司
る
海
馬
に
良
い
と
さ
れ

て
き
た
。
当
社
は
そ
れ
に
ア
ロ
マ
オ

イ
ル
の
香
り
を
付
加
し
た
」と
い
う
。

　

詳
し
く
聞
く
と
、
鳥
取
大
学
が
十

数
年
か
け
て
開
発
し
た
、
認
知
症
の

臨
床
済
み
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
原
料
と

し
て
、
ア
ロ
マ
の
香
り
を
マ
イ
ク
ロ

カ
プ
セ
ル
に
閉
じ
込
め
、
印
刷
イ
ン

キ
と
し
て
開
発
し
た
と
の
こ
と
。
開

発
し
た
ア
ロ
マ
テ
ッ
ク
イ
ン
キ
を

ノ
ー
ト
全
面
に
印
刷
し
て
い
る
と
い

う
。

　

福
山
氏
に
よ
る
と
「
ノ
ー
ト
を
記

入
す
る
と
き
は
、
必
ず
手
が
用
紙
に

触
れ
る
。
そ
の
自
然
な
動
作
で
意
識

す
る
こ
と
な
く
ア
ロ
マ
の
空
間
を
作

り
出
す
。
嗅
覚
の
刺
激
と
回
想
法
の

ダ
ブ
ル
効
果
で
認
知
症
の
予
防
と
抑

制
を
目
指
し
、
認
知
症
で
苦
し
む
人

た
ち
が
一
人
で
も
少
な
く
な
れ
ば
、

と
い
う
思
い
で
開
発
し
て
い
る
」。

　

賑
わ
い
を
見
せ
る
ブ
ー
ス
内
で
、

確
か
な
手
ご
た
え
を
掴
ん
だ
表
情
を

見
せ
な
が
ら
、
そ
の
強
い
言
葉
が
印

象
的
だ
っ
た
。
問
い
合
わ
せ
は
同
社

（
☎
０
６
―
６
７
６
８
―
４
６
５
１
）

へ
。

㈱
新
聞
印
刷・認
知
症
事
業
部

匂い付き
自分史ノート 脳活・ライフレビューノート  が バリアフリー２０１７インテックス大阪４月20～22日で反響

嗅覚の刺激と回想法のダブル効果で 　　　　

認知症の予防・抑制めざす

本
社
工
場　

大
阪
府
八
尾
市
西
弓
削
３
丁
目
70
番
地

〒
581―

0035　

TEL
０
７
２―

９
４
９―

１
１
４
７　

FAX
０
７
２―

９
４
９―

１
０
４
７

http://w
w
w
.kisu-sp.com

/  E-m
ail info@

kisu-sp.com

ク
リ
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オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
こ
と
な
ら

有
限
会
社 

木
須
商
店

左から桂華紋さん、笑福亭喬介さん、旭堂南青さん、
下野譲さん、野田しょう子東大阪市議

上 方 芸 能

大盛況で商談もはずむ（左が福山耕治統括マネージャー）

展示会スタッフが商品を紹介



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年５月１日（月）

お花見　家族親睦例会で
姉妹デュオSkyが熱唱

祝
賀
会
に
。
各
界
著
名
人

が
多
数
参
加
し
、
賑
や
か

な
会
に
な
っ
た
。

　

マ
ダ
ム
信
子
さ
ん
（
本

名
・
川
村
信
子
さ
ん
）
は

20
歳
か
ら
商
売
の
世
界
に

入
る
。
銀
座
で
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
ホ
ス
テ
ス
に
上
り

詰
め
、
独
立
し
「
ク
ラ
ブ

信
子
」
を
オ
ー
プ
ン
。
軌

道
に
乗
り
出
し
た
頃
、
バ

ブ
ル
崩
壊
。
ク
ラ
ブ
を
閉

め
、
帰
阪
。
高
槻
市
に

「
焼
肉
か
う
か
う
倶
楽
部
」

　「犬の苦労話もいいけど、恬子、お客様の苦労話
を聞かせてもらったら、ご苦労なさったんですねえ、
ぐらいは言ってさしあげるものよ」
　その話に成平がうなずく。
　「ご苦労なさったんですねえ、はいいよ。これっ
て年寄り騙すのにもってこいだよ」
　「騙すって、人聞きの悪い。貴重な体験を聞かせ
ていただいているのよ。でも恬子もすこしは人の話
が聞けるようになったみたいね。昔はオウム返しも
できなかったのに」
　ママの言うオウム返しとは、客が言ったのと同じ
ことを言ってうなずいてやることだ。
　「そうねえ。最近は興味のない話でも聞けるよう
になったし、そうですねえとうなずけるわ。苦手な
百人一首の謎も少しは分かるようになったみたい」
　「恬子が百人一首の謎にずいぶん詳しくなったの
はあの人達のおかげね」
　ママの言うあの人たちとは、大伴、富田、戸田の
ようだ。大伴の新説に富田と戸田が反論して大論争
になっているらしい。成平も百人一首はまったく知
らないわけではなかった。

　「百人一首の新説ってどんな話なの。教えてよ」
　成平の質問に恬子は少し苦笑して答えた。
　「早速、教えて、を使ってくれたわね。大伴さん
の説は、喜撰法師が阿保親王で、その恋人が小野小
町だということよ。喜撰と小町は百人一首で隣に並
んでいて、歌に『我が世』という共通のキーワード
があるんだって。何度も言うから興味がなくても覚
えてしまうわ。それにその二つの歌の両隣の安倍仲
麿と蝉丸の歌も、阿保親王と小野小町だって言うの
よ。こんなのあり」
　暑そうにしているママに何気なくビールを勧めて
から成平が恬子の話に答えた。
　「そんな珍説、人に言ったら笑われると思うよ」
　「富田さんや戸田さんはすでに笑っているわ。笑っ
ているって言うよりバカにしている。でも喜撰の歌
と小町の歌に『我が世』っていう共通のキーワード
があるっていうのも何となく納得してしまうのよ。
それに都の辰己に阿保親王の墓があるのも引っかか
るでしょ。阿

あ

保
ぼ

親王じゃなくて阿
あ お の

保親王だったらし
いんだけど。この墓の息速別命（阿保親王）は古事
記にも日本書紀にも出てこないんだって」
　恬子は、大伴の喜撰が阿保親王でその恋人が小野
小町だという説を成平にすこしずつ説明しだした。
きっかけは百人一首が襖絵だということだった。襖
はたいてい２枚か４枚がセットになっている。たと
えば二間（約 3.6 メートル）ごとに柱が立っている
日本建築なら、その間を間仕切るのは四枚の襖とい
うのが一般的だ。１枚の襖に２枚ずつの歌の色紙を
貼って行くとすると、柱と柱の間に八首貼ることが
できるのだ。分かったような顔をして恬子は成平へ
の説明を続ける。
　「百人一首も八首が１つのチームになっているの
ではと考えたらしいのよ。そして１つのチームの最
初と最後の人がそのチームリーダーとサブリーダー
だと推理したんだって。登山のとき、リーダーとサ
ブリーダーは先頭と最後尾を歩くらしいわ。そして
一つのチームの最後の人と次のチームの最初の人と
に何か関係があると気付いたんだって。16番目の中
納言行平と17番目の在原業平は兄弟でしょ。だった
ら８番目の喜撰と９番目の小町も何か関係があるは
ずだと考えたんだって」
　今まであまり興味を示さなかった成平が少し乗っ
てきた。
　「ちょっと待ってよ。百人一首の何番目の歌かを
整理してみるよ。７番目が安倍仲麿、８番目が喜撰
法師、９番目が小野小町、10番目が蝉丸か」
　少し考えてから成平が続ける。
　「阿保親王って平城天皇の皇子だろう。桓武天皇
の皇子が平城天皇で、この天皇がおそらく万葉集を
勅撰した天皇だよ。古今和歌集の真名序ではそう書
いてある。平城天皇は妻の母親、藤原薬子とできて
いたと言われているなあ」
　「その話も誰かがしてたわ。ペタジーニの奥さん
が息子の友達って話には驚いたけど、もうその程度
では驚かないわ。それより小町と阿保親王の話はど
う思う」
　興味がないと言いながら恬子が成平に聞く。
「そんな話聞いたこともないなあ。しかし、ひょっ
としたらひょっとするかもしれないよ。古今和歌集
に平城天皇の歌があるんだけど、百人一首の小野小
町の歌はその歌を参考にしているんじゃないかと
思っていたんだ」
　「どんな歌、教えて」
　ママと恬子が同時に声を掛けた。教えてばやりだ。
「故郷と成りにしならのみやこにも　色はかはらず
花はさきけり（古今和歌集 90）これが平城天皇で、
小町は、花の色はうつりにけりないたづらに　我が
身世にふるながめせしまに（古今和歌集 113）両方
に花と色が入っているし、かはらずとうつりにけり
なが対照的だ。それに小町は他にも花と色の入った
歌を詠んでいる。色みえでうつろふものは世の中の　
人の心の花にぞありける（古今和歌集 797）そして
大伴さんが阿保親王だと言う喜撰法師の歌だけど」

八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

美しいハーモニーの姉妹デュオ Sky

　
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
…
か
」

　

丈
の
短
い
パ
ジ
ャ
マ
を
着
た
翔
平
は
宙
を
見
つ
め

一
人
、
布
団
の
中
で
呟
い
た
。
八
柳
裕
の
言
葉
で
あ

る
。

　
「
お
前
は
金
正
恩
や
ね
ん
っ
て
！
」

　

例
に
よ
っ
て
口
か
ら
唾つ

ば
き

を
飛
ば
し
な
が
ら
八
柳
は

言
っ
た
。
白
く
泡
の
よ
う
な
そ
れ
は
月
の
あ
か
り
に

濡
れ
、
彗
星
の
よ
う
に
光
を
放
ち
、
そ
の
ま
ま
見
え

な
く
な
っ
た
。

　
「
ど
う
い
う
こ
と
な
の
？
」

　
「
お
前
は
も
う
ミ
サ
イ
ル
を
飛
ば
す
し
か
な
い
ね

ん
！
」

　

沈
黙
が
流
れ
る
。
聞
こ
え
て
く
る
の
は
玉
串
川
の

た
お
や
か
な
せ
せ
ら
ぎ
だ
け
だ
。
あ
ま
り
に
も
話
が

唐
突
で
、
あ
ま
り
に
も
風
が
穏
や
か
で
、
あ
ま
り
に

も
桜
と
月
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
。
そ
の
夢
に

似
た
状
況
に
翔
平
は
急
な
睡
魔
に
襲
わ
れ
た
。
花
の

香
り
が
妖
し
く
漂
う
。
そ
れ
は
川
上
か
ら
川
下
へ
と

ゆ
っ
た
り
流
れ
ゆ
く
。
ス
イ
ー
プ
タ
イ
プ
の
時
計
の

針
の
よ
う
に
、
こ
よ
な
く
な
め
ら
か
に
。

　

も
し
か
す
る
と
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
は
全
て
夢

な
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
し
て
も
長
い
夢
だ
。
春

眠
暁
を
覚
え
ず
。
晴
れ
な
い
霞
に
桜
の
花
び
ら
が
舞

い
踊
る
。

　
「
何
を
ぼ
ん
や
り
し
と
ん
ね
ん
」

　
「
え
？　

あ
、ご
め
ん
。
な
ん
か
急
に
眠
た
く
な
っ

た
」

　
「
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
？　

竜
ジ
イ
か
！
」

　

そ
う
言
っ
て
翔
平
の

頭
を
は
た
い
た
。

　
「
そ
う
い
や
、
竜
ジ

イ
亡
く
な
っ
た
ね
。
淋

し
い
よ
ね
」

　

叩
か
れ
た
頭
を
さ
す

り
な
が
ら
翔
平
は
呟
い

た
。

　
「
お
前
な
！
」

　

八
柳
の
顔
が
小
刻
み

に
震
え
て
い
る
の
が
分

か
る
。

　
「
何
を
竜
ジ
イ
に
引
っ
張
ら
れ
て
、
そ
こ
広
げ
と

ん
ね
ん
！
」

　

そ
う
言
っ
て
ま
た
唾
を
飛
ば
す
。
そ
の
パ
ク
パ
ク

し
た
口
が
鯉
の
よ
う
で
翔
平
は
笑
い
そ
う
に
な
っ
た

け
れ
ど
、
今
笑
う
と
ま
た
怒
ら
れ
る
と
思
っ
た
の
で

違
う
こ
と
を
考
え
よ
う
と
し
た
。

　

に
し
て
も
、
ど
う
し
て
竜
ジ
イ
の
こ
と
を
話
し
て

怒
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。翔
平
に
は
解
せ
な
か
っ
た
。

話
し
始
め
た
の
は
八
柳
の
方
な
の
に
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
感
想
を
述
べ
た
だ
け
で
こ
の
よ
う
な
扱
い
を

受
け
る
義
理
は
な
い
。
思
っ
た
こ
と
く
ら
い
言
っ
て

も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
い
や
、待
て
よ
。
翔
平
は
思
っ

た
。
以
前
の
自
分
な
ら
ば
、
確
か
に
裕
と
同
じ
よ
う

な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
は
っ
き

り
と
し
た
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ

が
、
記
憶
の
奥
の
方
で
、
裕
が
怒
る
理
由
が
な
ん
と

な
く
翔
平
に
も
分
か
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

八
柳
は
ま
だ
鯉
み
た
い
に
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
て

ぶ
つ
く
さ
言
っ
て
い
る
。
ま
た
押
し
寄
せ
か
け
た
笑

い
を
堪
え
、気
を
紛
ら
わ
す
た
め
に
翔
平
は
言
っ
た
。

　
「
ご
め
ん
ご
め
ん
、
何
の
話
だ
っ
け
？
」

　
「
お
前
の
恋
の
話
や
！
」

　
「
え
？
…
君
の
鯉
の
話
で
し
ょ
？
」

　

そ
の
時
、
じ
ゃ
ば
ら
ん
、
と
玉
串
川
の
水
面
に
鯉

の
跳
ね
た
音
が
し
た
の
で
、
翔
平
は
堪
え
き
れ
ず
噴

い
て
し
ま
っ
た
。
玉
串
川
に
映
し
出
さ
れ
た
丸
い
月

と
桜
の
木
が
煌
め
き
な
が
ら
世
界
を
歪
め
た
。

　
「
も
う
お
前
は
発
射
ボ
タ
ン
を
押
す
の
み
、
分
か

る
？
」

　

玉
串
川
沿
い
の
高
井
公
園
、
バ
ネ
で
動
く
ブ
リ
キ

の
遊
具
に
跨
っ
た
八
柳
は
言
っ
た
。
内
股
で
ベ
ン
チ

に
座
る
翔
平
は
ぽ
か
ん
と
し
て
い
る
。
足
の
長
さ
に

慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
う
す
る
他
な
い
よ
う
で
あ

る
。

　
「
ト
ラ
ン
プ
が
シ
リ
ア
に
59
発
の
ミ
サ
イ
ル
を

撃
っ
た
。
こ
れ
の
意
味
分
か
る
？
」

　

ブ
リ
キ
の
遊
具
の
動
き
に
つ
ら
れ
な
い
よ
う
ゆ
っ

く
り
首
を
か
し
げ
る
翔
平
。

　
「
北
朝
鮮
、
お
前
分
か
っ
て
る
や
ろ
う
な
？　

っ

て
い
う
ト
ラ
ン
プ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ん
か
」

　

今
度
は
反
対
方
向
に
首
を
か
し
げ
る
。
遊
具
に
跨

り
、
そ
れ
を
揺
ら
し
な
が
ら
八
柳
は
意
気
揚
々
と
喋

る
。

　
「
本
来
は
起
こ
る
は
ず
の
な
い
こ
と
が
実
際
に
起

き
て
ん
。
誰
も
ト
ラ
ン
プ
が
ミ
サ
イ
ル
を
撃
つ
な
ん

て
予
想
し
て
へ
ん
か
っ
た
。
で
も
起
き
た
や
ろ
。
起

き
て
し
ま
っ
た
ら
、
北
朝
鮮
は
行
動
で
示
す
し
か
な

い
」

　
「
ご
め
ん
、
ね
ぇ
、
何
の
話
し
て
い
る
の
？
」

　
「
だ
か
ら
！　

お
前
が
イ
ケ
メ
ン
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
起
き
る
は
ず
の
な
い
こ
と
や

ん
、
絶
対
に
。
で
も
実
際
に
起
き
て
し
も
た
。
起
き

て
し
ま
っ
た
ら
、
お
前
は
行
動
で
示
す
し
か
な
い
」

　

そ
う
言
っ
て
八
柳
は
ブ
リ
キ
の
遊
具
か
ら
飛
び
降

り
た
。

　
「
神
田
さ
ん
に
告
白
や
ん
」

　

決
め
台
詞
を
吐
い
た
役
者
の
よ
う
に
、
八
柳
の
表

情
は
恍
惚
と
し
て
い
る
。

　
「
え
？
…
…
無
理
無
理
無
理
」

　
「
無
理
ち
ゃ
う
ね
ん
、
こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
や
ね

ん
！
」

　
「
何
が
チ
ャ
ン
ス
な
ん
だ
よ
？
」

　
「
ミ
サ
イ
ル
を
撃
つ
格
好
の
チ
ャ
ン
ス
！
」

　
「
こ
ん
な
の
別
に
チ
ャ
ン
ス
で
も
何
で
も
な
い

よ
！
」

　

思
わ
ず
立
ち
上
が
っ
た
翔
平
。
肩
を
上
げ
て
内
股

の
な
よ
っ
と
し
た
姿
で
あ
る
。

　
「
ア
ホ
や
な
ぁ
、
お
前
は
。
じ
ゃ
あ
、
前
ま
で
の

お
前
や
っ
た
ら
神
田
さ

ん
と
話
す
こ
と
で
き
て

た
ん
か
？
」

　

思
わ
ず
口
を
つ
ぐ
む
。

　
「
神
田
さ
ん
の
あ
の

表
情
見
た
や
ろ
。
あ
ん

な
も
ん
、
ご
っ
つ
ぁ
ん

ゴ
ー
ル
や
ろ
。
お
前
が

イ
ケ
メ
ン
に
生
ま
れ
変

わ
ら
ん
か
っ
た
ら
神
田

さ
ん
み
た
い
な
美
人
は
、

一
生
お
前
み
た
い
な

し
ょ
ー
も
な
い
男
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
さ
え
な

か
っ
た
は
ず
や
」

　
「
そ
れ
は
い
く
ら
な
ん
で
も
ひ
ど
い
よ
」

　
「
で
も
ホ
ン
マ
の
こ
と
や
！　

で
も
奇
跡
が
起
き

て
ん
。
イ
ケ
メ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ち
ゅ
う
こ
と

は
、
神
様
が
お
前
に
ミ
サ
イ
ル
を
撃
つ
チ
ャ
ン
ス
を

く
れ
た
っ
て
い
う
こ
と
や
！
」

　
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
…
で
も
、
裕
は
何
で
そ
う

や
っ
て
僕
に
告
白
さ
せ
よ
う
と
必
死
な
の
？
」

　

八
柳
は
目
を
細
め
て
翔
平
を
見
据
え
た
。

　
「
俺
は
、
ト
ラ
ン
プ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
を

一
緒
に
食
べ
と
っ
た
習
近
平
」

　
「
は
？
」

　
「
ト
ラ
ン
プ
に
、
北
朝
鮮
ど
う
に
か
し
て
く
れ
言

う
て
無
言
の
圧
を
か
け
ら
れ
た
わ
け
よ
。ア
シ
ス
ト
、

ア
シ
ス
ト
」

　

そ
う
言
っ
て
持
ち
上
げ
る
身
振
り
を
見
せ
た
。
翔

平
の
中
で
八
柳
の
目
を
細
め
た
そ
の
顔
が
習
近
平
と

重
な
っ
た
。

　
「
じ
ゃ
あ
、
む
し
ろ
僕
の
ミ
サ
イ
ル
を
止
め
な
い

と
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

　

目
を
閉
じ
な
が
ら
慈
し
む
よ
う
に
翔
平
は
か
ぶ
り

を
振
っ
た
。

　
「
サ
イ
は
投
げ
ら
れ
た
ん
や
。
ミ
サ
イ
ル
が
放
た

れ
る
の
を
た
だ
待
つ
の
み
」

　

遠
く
を
眺
め
、
自
分
の
世
界
に
浸
る
八
柳
。

　
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
、
じ
ゃ
あ
本
当
の

僕
は
ど
こ
行
っ
た
の
？
」

　
「
え
？
」

　
「
だ
っ
て
本
当
の
僕
が
ど
こ
に
行
っ
た
の

か
っ
て
い
う
の
も
大
事
じ
ゃ
な
い
の
？
」

　

言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
だ
、
と
考
え
た

挙
句
、
八
柳
の
口
か
ら
出
た
言
葉
。

　
「
本
当
の
お
前
は
…
金
正
男
」

　
「
正
男
…
殺
さ
れ
て
ん
じ
ゃ
ん
！
」

　

玉
串
川
の
夜
の
桜
並
木
、
そ
の
間
を
流

れ
る
風
は
身
を
潜
め
る
よ
う
に
凪
い
で
い

た
。

河
内
の
カ
フ
カ嶋津 

亮
太

︵
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
︶

連 載

小 説

― ④ ―

次
号
（
6
月
15
日
付
）
に
続
く

河内のカフカ

百人一首殺人事件 ⑧

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
10

八
尾
で
Ｏ
Ｔ
Ｓ ︵
お
も
ろ
い
！ 

た
の
し
い
！ 

サ
イ
コ
ー
！
︶ を
実
現
し
よ
う
‼

やお若者OTS会議
メンバー募集中

若者たちの視点から

　昨年11月、「八尾が好き !」とい
う人を増やすにはどうすればよい
かを考え、実現するために発足し
た「やお若者 OTS 会議」。今回は
この会議で提案（詳細は本紙４月
15日号）のあった事業の実現に携
わるメンバーを募集している。今
年度に実現させる事業（案）は市ホ
ームページに掲載。
●対象 : 市内在住・在勤・在学でお
おむね18～ 29歳の人
●任期 : ６月～来年３月（２回程
度の全体会議のほか、随時活動）
●募集人員 :50人程度（選考）
申込書は市役所本館４階政策推進
課、総合体育館、文化会館、各図
書館などのほか、八尾市ホームペ
ージからもダウンロードできる。
●申し込み・問い合わせ :
所定の申込書に記載、５月19日
（必着）までに窓口、FAX、郵送、
Eメールで政策推進課（☎072-924-
3816、FAX 072-924-3570）宛提出。

　マダムシンコ10周年記念パ
ーティーが４月17日にウェス
ティンホテル大阪（大阪市北区
大淀中１）で開かれ、関係者ら
約200人が集い祝った。

　

16
時
か
ら
２
階
の
オ
リ

ア
ー
ナ
で
弁
護
士
の
橋
下

徹
さ
ん
（
47
）
が
大
阪
の

未
来
を
テ
ー
マ
に
記
念
講

演
し
、
そ
の
後
マ
ダ
ム
信

子
さ
ん
（
65
）
と
対
談
し

た
。

　

17
時
30
分
か
ら
は
会
場

を
４
階
の
花
梨
へ
移
し
、

て
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
と

き
に
狂
牛
病
が
。
さ
ら
に

店
舗
が
火
事
に
。
ま
さ
に

ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
そ
の
と

き
彼
女
は
55
歳
。

　

こ
の
ま
ま
ま
で
人
生
を

終
わ
ら
せ
ま
い
と
奮
起

し
、
箕
面
市
に
洋
菓
子

店
「
マ
ダ
ム
シ
ン
コ
」
を

オ
ー
プ
ン
。
斬
新
な
バ
ー

ム
ク
ー
ヘ
ン
「
マ
ダ
ム
ブ

リ
ュ
レ
」
が
大
当
た
り

し
た
。
水
を

得
た
魚
の
よ

う
に
マ
ダ
ム

信
子
さ
ん
は

店
舗
を
ど
ん

ど
ん
増
や
し

た
。
こ
の
10

年
間
の
躍
進

ぶ
り
は
目
を

見
張
る
も
の

が
あ
る
。

　

２
０
１
１

年
に
出
版
さ

れ
た
半
生
記

「
や
ま
な
い

雨
は
な
い
」

（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー

ズ
）
は
反
響

が
大
き
く
、
川
上
麻
衣
子

さ
ん
主
演
で
映
画
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
現
在
制

作
中
。今
年
公
開
予
定
だ
。

を
開
く
。
歯
を
食
い
し

ば
っ
て
店
を
盛
り
立
て

橋
下
徹
さ
ん
と
対
談

苦
労
話
を
語
る　
　

激動の半生
映画化決定

　

八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
有

澤
博
道
会
長
）
の
お
花
見
家
族
親

睦
例
会
（
第
１
３
６
９
回
）
が
４

月
11
日
に
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
（
大
阪

市
中
央
区
馬
場
町
２
）
で
開
か
れ

た
。
こ
の
日
は
必
携
例
会
で
も
あ

り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協

会
の
運
営
に
つ
い
て
再
確
認
し

た
。

　

懇
親
会
に
は
箕
面
市
出
身
の
姉

妹
デ
ュ
オ
Ｓ
ｋ
ｙ
（
ス
カ
イ
）
が

登
場
し
、「
ラ
イ
フ
」
は
じ
め
ハ
ー

ト
フ
ル
な
曲
を
数
曲
披
露
し
た
。

体
を
揺
ら
し
な
が
ら
聞
く
メ
ン

バ
ー
も
お
り
、
会
場
は
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

広
域

広
域

もりのみやキューズモールBASEにおける地域コミュニティの場が定着

まちライブラリー＠もりのみやキューズモール
　

東
急
不
動
産
株
式
会
社

（
本
社
：
東
京
都
港
区
、

植
村
仁
社
長
）
と
一
般
社

団
法
人
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
（
本
部
：
大
阪
市
中
央

区
、
礒
井
純
充
代
表
）
が

運
営
管
理
す
る
私
設
図
書

館
「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

＠
も
り
の
み
や
キ
ュ
ー
ズ

モ
ー
ル
」
で
、
２
月
24
日

に
来
場
者
数
が
累
計
で
30

万
人
に
達
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
数
も
３
月

２
日
に
３
、
０
０
０
人
に

到
達
し
た
。

　

東
急
不
動
産
が
運
営
す

る
「
も
り
の

み
や
キ
ュ
ー

ズ
モ
ー
ル
Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｅ
」は
、

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
大

切
に
す
る
商

業
施
設
を
め

ざ
し
て
「
ま

ち
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
を
導

入
し
、
地
域

の
人
が
本
に

触
れ
る
環
境

を
つ
く
り
、

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場

づ
く
り
を
行

っ
た
。

　

会
員
や
他
の
利
用
者
に

よ
る
寄
贈
数
は
累
計
１

２
、
０
０
０
冊
以
上
、
貸

出
累
計
数
も
約
２
３
、
０

０
０
冊
に
な
る
な
ど
、
地

域
の
図
書
館
と
し
て
定
着

し
て
き
た
。

　

本
の
貸
し
出
し
以
外
に

も
、
会
員
が
企
画
し
た
イ

ベ
ン
ト
も
累
計
４
５
０
件

以
上
実
施
さ
れ
、
会
員
が

育
て
る
形
で
利
用
が
促
進

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
併
設
の
カ
フ
ェ
、

Ｆ
Ｍ
局
（
Ｆ
Ｍ
―
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｌ
Ｏ
サ
テ
ラ
イ
ト
ブ

ー
ス
）、
テ
ナ
ン
ト
や
周

辺
施
設
と
も
協
力
し
、
多

様
な
企
画
や
取
組
み
を
累

計
20
件
以
上
実
施
し
て
い

る
。
い
ず
れ
の
取
り
組
み

で
も
本
を
通
じ
た
交
流
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
施
設

へ
の
愛
着
を
育
ん
で
い

る
。

■ もりのみやキューズモール BASE 概要
・所 在 地 : 大阪市中央区森ノ宮中央 2-1-70
・開 業 日 : 2015 年 4 月 27 日
・店 舗 数 : 約 50 店舗
・営業時間 : 10:00~21:00  ※一部店舗により異なる
・代表 TEL : 06-6941-1090
・公式 HP: https://qs-mall.jp/morinomiya/
・ アクセス : JR 大阪環状線・森ノ宮駅より徒歩 3 分、大阪市営

地下鉄中央線・長堀鶴見緑地線・森ノ宮駅より徒歩 1 分

来場累計　30万人
会員数 ３、 ０００人到達！

●まちライブラリーとは
　まちライブラリーは、メッセージカー
ドを付けた本をカフェやショップ、病院、
お寺、オフィスや個人宅といったまちの
中の本棚に置き、本を介して人びとが出
会い交流するコミュニティ型のライブラ
リー。誰でもオーナーとしてライブラリ
ーを始めることができる。
　 大 阪 を 中 心 に 全 国 に 約 420 カ 所

（2017 年 2 月現在）、そこにはオーナー
の個性溢れる本棚があり、本の貸出や読
書会、勉強会など様々な催しが行われて
いる。

30
万
人
目
の
来
場
者

感謝の気持ちを述べるマダム信子さん
（左）と川村幸治社長

マダムシンコ
10周年記念パーティー

4月17日　200人が集う

洋 菓 子 店
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ます。
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株式
会社

澤田平さんが大切に保管

今東光ゆかりの短銃、鍔、和時計を前
にして、澤田平さん（今里の自宅で）

今
東
光 

ゆ
か
り
の

短
銃
、鍔
、和
時
計

　

テ
レ
ビ
東

京
「
開
運
！ 

な
ん
で
も
鑑
定

団
」
の
鑑
定

士
、
澤
田
平
さ

ん
（
82
）
の
と

こ
ろ
に
は
今
東

光
ゆ
か
り
の
も

の
が
あ
る
。
本

業
は
整
骨
医
院

の
院
長
。
そ
の

傍
ら
、
鉄
砲
隊

を
率
い
た
り
忍

者
学
校
を
運
営
し
た
り
と

多
才
だ
。

　

そ
ん
な
澤
田
さ
ん
は
鉄

砲
や
刀
な
ど
を
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
収
集
し
て
お

り
、
そ
の
中
に
今
東
光
に

縁
の
あ
る
短
銃
、
鍔つ

ば

、
和

時
計
が
あ
る
。
今
も
大
切

に
保
管
し
て
い
る
。

　

短
銃
は
幕
末
の
「
ふ
と

こ
ろ
鉄
砲
」。カ
ス
タ
ー
将

軍
の
第
７
騎
兵
隊
時
代
の

も
の
で
、
今
東
光
自
身
が

古
道
具
屋
で
入
手
し

た
。
鉄
砲
や
刀
を
持
つ

の
を
好
ん
だ
今
。
か
わ

い
が
っ
て
い
た
司
馬
遼

太
郎
と
庭
で
鉄
砲
を
構

え
る
写
真
が
残
っ
て
い

る
。

　

鍔
も
今
自
身
が
買
い

求
め
た
も
の
。
蛸
入
道

の
よ
う
な
絵
が
描
か
れ

て
あ
り
、「
こ
れ
は
わ

し
や
」
と
言
っ
て
喜
ん

で
い
た
と
い
う
。

　

和
時
計
は
八
尾
の
旧

家
小
川
家
か
ら
借
り
て

い
た
ら
し
い
。「
こ
の

和
時
計
を
く
れ
」
と
い

う
今
に
、
小
川
家
当
主

は
「
く
れ
く
れ
坊
主
に

は
や
り
と
う
な
い
」
と

断
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
も
し
つ
こ
く
せ
が

ま
れ
て
貸
す
こ
と
に
。

天
台
寺
に
持
ち
帰
っ
た

今
は
、
眺
め
て
は
楽
し

ん
だ
と
い
う
。

司馬遼太郎（左）と並ん
で鉄砲を構える今東光

入館無料
開館時間　午前 10時～午後５時
休 館 日　月曜日（祝日は開館）、
　　　　　年始年末（12月 29日
　　　　　～１月４日）
　　　　　その他（展示物の入替時）
住　　所　〒 581 － 0003　
　　　　　八尾市本町２－２－８
　　　　　☎072－ 943－ 3810

今東光資料館（八尾図書館３階）

常 設 展 示

リニューアル
　

河
内
・
八
尾
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
作
家
・
今
東
光

資
料
館
（
八
尾
市
立
図
書
館
内
）
が
開
館
３
周
年
を

迎
え
た
。
今
東
光
は
昭
和
26
年
、
53
歳
の
と
き
に
現

在
の
西
山
本
町
の
天
台
院
の
特
命
住
職
と
し
て
赴
任

し
24
年
間
、八
尾
市
に
在
住
し
作
家
活
動
を
続
け
た
。

「
お
吟
さ
ま
」（
36
回
直
木
賞
受
賞
）
を
は
じ
め
と
し

て
「
闘
鶏
」「
み
み
ず
く
説
法
」「
河
内
風
土
記
」「
こ

つ
ま
な
ん
き
ん
」「
悪
名
」「
弓
削
道
鏡
」
な
ど
数
々

の
作
品
は
映
画
・
劇
化
も
さ
れ
一
世
を
風
靡
し
た
。

昭
和
32
年
に
は
第
１
回
八

尾
市
文
化
賞
を
受
賞
。

　

毎
年
、
３
月
と
９
月
に

展
示
内
容
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
。
今
回
は
没
後

40
年
の
節
目
に
あ
わ
せ
、
今
東
光
の
異
才
異
能
ぶ
り

を
象
徴
す
る
交
友
関
係
が
目
玉
企
画
だ
。
同
時
に
新

し
く
「
八
尾
の
歳
時
記
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
け
ら
れ
た
。

小
説
河
内
風
土
記
の
記
述
と
写
真
で
昔
日
の
風
景
が

立
体
的
に
蘇
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
青
春
時
代
を

今
東
光
和
尚
と
呼
び
親
し
ん
だ
シ
ニ
ア
層
の
来
館
が

目
立
つ
。
な
か
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
と
い
う
。

テ
ー
マ
に
沿
い
す
っ
き
り
と
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
は
居

心
地
の
良
い
空
間
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

今
東
光
が
出
会
っ
た
人
び
と

　

今
東
光
（
明
治
31
年
～
昭
和
52
年
）
は
谷
崎
潤
一

郎
を
生
涯
の
師
と
仰
ぎ
、
菊
池
寛
に
誘
わ
れ
て
「
文

藝
春
秋
」
創
刊
（
大
正
12
年
）
に
参
画
、
翌
年
「
文

藝
時
代
」
創
刊
に
川
端
康
成
、
横
光
利
一
な
ど
と
参

画
す
る
。
79
年
の
生
涯
を
通
じ
て
出
会
っ
た
人
び
と

と
の
年
代
別
交
遊
パ
ネ
ル
は
佐
藤
春
夫
、東
郷
青
児
、

山
田
耕
筰
、
芥
川
龍
之
介
、
板
東
妻
三
郎
な
ど
が
登

場
す
る
１
９
２
０
年
代
か
ら
始
ま
り
１
９
６
０
年
代

の
田
辺
聖
子
、
勝
新
太
郎
、
森
繁
久
彌
、
野
坂
昭
如
、

藤
本
義
一
、
永
六
輔
ら
ま
で
10
年
ご
と
に
刻
ま
れ
て

い
る
。
天
台
宗
僧
侶
、
直
木
賞
作
家
、
画
家
、
易
学

者
、
参
議
院
議
員
な
ど
の
顔
を
持
ち
テ
レ
ビ
出
演
す

る
な
ど
、多
彩
な
才
能
を
発
揮
し
活
躍
し
た
。文
壇
の

み
な
ら
ず
宗
教
家
・
政
治
家
・
画
家
・
俳
優
な
ど
幅

広
い
人
物
と
の
交
流
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
は
昭
和

史
で
も
あ
る
。シ
ニ
ア
層
に
は
感
慨
も
ひ
と
し
お
だ
。

３
つ
の
新
し
い
試
み

　

１
つ
目
の
新
し
い
試
み
は
「
八
尾
の
歳
時
記
コ
ー

ナ
ー
」
の
新
設
。
今
東
光
が
「
河
内
風
土
記
」
で
「
…

苺
が
出
盛
る
と
嘉
助
は
そ
れ
を
集
荷
し
て
家
に
運
ん

だ
。（
中
略
）
箱
が
出
来
上
る
傍
で
妙
が
苺
を
一
粒

ず
つ
選
ん
で
箱
詰
め
に
し
た
」
と
の
描
写
に
あ
わ
せ

て
、「
恩
智
い
ち
ご
の
収
穫
風
景
」
写
真
が
あ
る
。

写
真
家
・
田
中
正
太
郎
が
撮
影
し
た
八
尾
の
歳
時
記

と
の
並
行
展
示
で
当
時
の
景
色
を
効
果
的
に
演
出
。

　

２
つ
目
は
直
筆
原
稿
（
写
真
）
の
展
示
で
あ
る
。

産
経
新
聞
か
ら
提
供
さ
れ
た
「
東
光
太
平
記
」
の
も

の
で
推
敲
の
跡
が
生
々
し
い
。
大
き
な
展
示
パ
ネ
ル

は
立
ち
読
み
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
り
が
た
い
。

　

３
つ
目
は
子
ど
も
向
け
の
「
今
東
光
な
る
ほ
ど
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
」
で
あ
る
。「
ど
れ
位
し
っ
て
い
る
？
」

と
ク
イ
ズ
で
答
え
、
記
念
品
が
も
ら
え
る
（
先
着
１

０
０
人
）、「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
関
連
企
画
。
５

月
28
日
ま
で
の
間
、
子
ど
も
た
ち
に
面
白
く
学
び
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。

も
う
一
度
、観
た
い
、読
み
た
い

　

資
料
館
入
口
に
「
河
内
カ
ル
メ
ン
」「
河
内
フ
ー

テ
ン
族
」「
悪
名
桜
」
な
ど
、
レ
ト
ロ
な
縦
長
の
映

画
ポ
ス
タ
ー
が
並
ぶ
。勝
新
太
郎
と
田
宮
二
郎
の「
悪

名
シ
リ
ー
ズ
」
を
も
う
一
度
観
た
い
と
い
う
人
も
多

い
。
今
東
光
の
作
品
を
も
う
一
度
読
み
た
い
が
ほ
と

ん
ど
が
絶
版
だ
。こ
の
よ
う
な
来
館
者
の
要
望
に「
映

画
上
映
の
企
画
は
あ
り
ま
す
が
コ
ス
ト
の
問
題
で
実

現
は
難
し
い
」、ま
た
作
品
を
読
み
た
い
人
に
は
「
八

尾
図
書
館
に
は
大
半
は
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す

資
料
館
の
岡
本
俊
樹
さ
ん
。同
氏
は「
来
館
者
は
１
日

平
均
15
人
ぐ
ら
い
。
60
～
80
歳
の
方
が
多
く
天
台
院

周
辺
の
人
や
交
流
の
あ
っ
た
人
、週
刊
誌「
プ
レ
イ
ー

ボ
ー
イ
」
を
読
ん
で
い
た
世
代
の
人
、
ま
た
、
田
宮

二
郎
を
ロ
ケ
で
見
た
と
言
う
人
も
い
ま
す
。
東
京
や

茨
城
、
鳥
取
か
ら
も
来
ら
れ
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

秋
の
企
画
は「
弓
削
道
鏡
」と
由
義
寺

　

９
月
の
企
画
と
し
て
今
東
光
著
「
弓
削
道
鏡
」（
文

藝
春
秋
１
９
６
０
年
刊
）
と
「
幻
の
寺
」（
由
義
寺
）

が
準
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
今
年
２
月
、
八
尾
市

教
委
は
市
内
の
東
弓
削
遺
跡
か
ら
巨
大
な
塔
の
基
壇

（
土
台
）
が
確
認
さ
れ
た
と
発
表
。
称
徳
天
皇
と
道

鏡
が
建
立
し
た
由
義
寺
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
歴

史
的
大
発
見
と
な
っ
た
。
古

代
の
八
尾
を
舞
台
に
「
弓
削

道
鏡
」
を
創
作
し
た
今
東
光

の
洞
察
力
に
驚
く
。
古
代
・
八
尾
へ
い
ざ
な
う
企
画

は
没
後
40
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
。
郷
土
の
歴
史
に

大
き
な
足
跡
を
残
す
も
の
に
な
り
注
目
を
集
め
る
こ

と
だ
ろ
う
。

 

（
石
河
亮
平
）

今
東
光

ク
ル
セ
ン
タ
ー
学
習
プ
ラ

ザ
「
め
ぐ
る
」（
八
尾
市

曙
町
２
―
11
）
に
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
大
根
を
使
っ
た

レ
シ
ピ
を
２
種
類
紹
介
し

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
ご
家

庭
で
お
試
し
く
だ
さ
い
。

大根　　使ったレシピ

な
つ
か
し
い
写
真

近
鉄
電
車
〈
写
真
提
供
〉

読
者・坂
口
　
功

撮影場所　近鉄布施駅（大阪線側）
撮影時期　昭和42年２月１日（東大阪市

が誕生した日）
　大阪上本町駅から折り返し高安車庫に
回送運転の写真です。
　近鉄特急のビスタカーの後に旧エース
カー誕生に続く昭和38年に追加製造さ
れた車両で、大阪上本町ー名古屋／大阪
上本町ー宇治山田間の通常停車特急車に
使用されたもので、現在は廃車されまし
た。
　布施駅高架工事完成は、昭和53年３月
で大幅なダイヤ改正がされ、大阪線と奈
良線が平行運行され鶴橋駅での乗り換え
がスムーズにできる

ＪＲ明石駅前  オープン

平日夜９時まで 仕事帰りに立ち寄る

　

明
石
城
、
魚
の
棚
、
東

経
１
３
５
度
子
午
線
で
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
人
口
29

万
４
千
人
の
明
石
市
。
Ｊ

Ｒ
明
石
駅
南
側
の
再
開
発

に
よ
り
開
業
し
た
商
業
施

設
「
パ
ピ
オ
ス
あ
か
し
」

４
階
に
「
あ
か
し
市
民
図

書
館
」
が
１
月
27
日
開
館
、

翌
月
25
日
に
は
来
館
者
10

万
人
を
突
破
し
た
。

　

も
と
も
と
明
石
城
内
に

あ
っ
た
市
立
図
書
館
が
移

転
し
た
も
の
。
一
般
書
籍

は
約
37
万
冊
と
以
前
の
２

倍
、
駅
と
直
結
し
て
い
る

利
便
性
か
ら
勤
め
帰
り
の

人
や
若
い
世
代
の
利
用
者

が
急
増
し
て
い
る
。「
65

歳
以
上
の
利
用
者
は
６
割

弱
で
１
日
中
滞
在
す
る
人

も
多
い
」
と
い
う
。
平
日

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
９

時
、
土
日
・
祝
日
は
午
後

７
時
ま
で
開
館
、
利
用
し

や
す
い
の
が
魅
力
だ
。
貸

出
冊
数
は
図
書
・
雑
誌
で

20
冊
、
貸
出
期
間
は
２
週

間
、
貸
出
冊
数
の
平
均
は

10
冊
。シ
ー
ル
を
貼
る「
読

書
手
帳
」
は
子
ど
た
ち
の

人
気
の
的
。

　

一
般
書
籍
の
ほ
か
新
聞
・

雑
誌
や
児
童

図
書
、
学
習

コ
ー
ナ
ー
な

ど
が
あ
り
、
自
動
貸
出
機

や
蔵
書
検
索
機
、
Ｐ
Ｃ
専

用
席
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

端
末
貸
出
し
な
ど
デ
ジ
タ

ル
時
代
に
対
応
し
て
い
る
。

他
所
に
な
い
特
色
は
「〝
ふ

る
さ
と
資
料
〟
棚
に
あ
る

約
１
７
０
０
冊
の
企
業
や

団
体
な
ど
の
社
史
類
を
集

め
た
社
史
コ
ー
ナ
ー
」
だ

と
阪
本
健
太
郎
フ
ロ
ア
マ

没後
40年

▶ 資料館 ◀
開館３周年

波
乱
万
丈
の
人
生
と
交
流
し
た
人
び
と

開　催

　

現
在
、
大
量
の
食
品
ロ

ス
が
先
進
国
の
家
庭
か
ら

発
生
し
て
お
り
、
日
本
で

は
多
く
の
ま
だ
食
べ
ら
れ

る
野
菜
が
家
庭
の
台
所
で

廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ウ
ン

ド
ワ
ー
ク
八
尾
（
菅
春
水

代
表
理
事
）
で
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
の
改
善
を
目

指
し
、
野
菜
を
ま
る
ご
と

使
っ
た
調
理
方
法
を
学
習

す
る
「
食
品
ロ
ス
ゼ
ロ
教

室
」
を
八
尾
市
立
リ
サ
イ

食
品
ロ
ス

ゼ
ロ
教
室

あ
か
し
市
民
図
書
館

和時計 短銃

広域

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
語
っ
た
。

図
書
館
は
50
人
の
ス
タ
ッ

フ
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
か

ら
明
石
城
が
一
望
、
国
道

２
号
線
を
ま
た
ぐ
デ
ッ
キ

を
行
く
と
魚
棚
商
店
街
の

ど
真
ん
中
だ
。「
あ
か
し
総

合
窓
口
」「
こ
ど
も
健
康
セ

ン
タ
ー
」（
６
階
）、「
あ
か

し
こ
ど
も
広
場
」（
５
階
）

な
ど
の
公
共
施
設
が
同
時

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

隣
接
の
神
戸
や
加
古
川

市
民
の
利
用
も
多
く
、
新

し
い
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先

〒
６
７
３
―
８
５
６
７　

明
石
市
大
明
石
町

 

１
―
６
―
１　

４
Ｆ

電
話
：
０
７
８
―
９
１
８

　
　
　

―
５
８
０
０

館
長　

志
水　

千
尋

実施

食
品
ロ
ス
①

明
石
城
が
一
望

箱に収められた鍔



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年５月１日（月）

申
入
書
を
手
渡
し
た
。
知

事
か
ら
の
同
意
に
基
づ
き

総
務
大
臣
が
中

核
市
の
指
定
を

行
う
こ
と
に
な

る
。

　

中
核
市
に
な

れ
ば
来
年
４
月

か
ら
次
の
事
務

が
市
に
移
譲
さ

れ
る
、

　
【
民
生
行
政

に
関
す
る
事

務
】

　

○
身
体
障
が

い
者
手
帳
の
交

付
　

○
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
設
置

認
可
・
監
督

　

○
母
子
福
祉

資
金
の
貸
付
け

　
【
保
健
衛
生

行
政
に
関
す
る

事
務
（
保
健
所
設
置
市
が

行
う
事
務
）】

　

○
地
域
住
民
の
健
康
保

持
、
増
進
を
図
る
た
め
の

事
業
の
実
施

　

○
飲
食
店
営
業
等
の
許

可
　

○
浄
化
槽
設
置
等
の
届

出
受
理

　

○
温
泉
の
利
用
許
可

　
【
環
境
行
政
に
関
す
る

事
務
】

　

○
ば
い
煙
発
生
施
設
の

設
置
の
届
出
受
理

　

○
産
業
廃
棄
物
の
収
集

運
搬
業
者
や
処
分
業
者
に

対
す
る
措
置
命
令

　
【
都
市
計
画
・
建
設
行

政
に
関
す
る
事
務
】

　

○
屋
外
広
告
物
の
条
例

に
よ
る
設
置
制
限

　
【
文
教
行
政
に
関
す
る

事
務
】

　

○
府
費
負
担
教
職
員
の

研
修

　
【
そ
の
他
の
事
務
】

　

○
身
体
障
が
い
者
に
対

す
る
書
面
で
の
証
明
交
付

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

社
長 

池
田
貴
彦
さ
ん

八
尾
の
病
院
で
働
き
た
い

㈱
オ
ー
プ
ル

地
域
に
密
着
し
た

在
宅
介
護 
サ
ー
ビ
ス 
を
展
開

インドネシア人スタッフと
田中誠太 八尾市長 を表敬訪問

　

５
月
、
い
よ
い
よ
ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
が
キ
エ
フ

で
開
か
れ
る
。
１
９
５
６
年
か
ら
続
い
て
い
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音
楽
祭
だ
。
昨
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
行
わ
れ
、「
１
９
４
４
」

を
歌
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
歌
手
ジ
ャ
マ
ラ
が
優
勝

し
た
の
で
、
今
年
の
開
催
地
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
決

ま
っ
た
。

　

今
年
は
62
回
目
。
欧
米
各
国
で
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
か
れ
、各
国
代
表
が
選
ば
れ
た
。ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ

ン
の
フ
ァ
ン
は
世
界
中
に
お
り
、
１
億
人
以
上
。

チ
ケ
ッ
ト
は
販
売
開
始
と
共
に
売
り
切
れ
。

　

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
、
ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
の
サ
イ

ト
を
開
い
た
。
朝
か
ら
忙
し
く
て
、
サ
イ
ト
を
開

い
た
の
は
夜
遅
く
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

　

サ
イ
ト
を
開
い
た
途
端
、
言
葉
を
失
っ
た
。
５

月
13
日
21
時
か
ら
始
ま
る
決
勝
戦
の
チ
ケ
ッ
ト

は
既
に
完
売
。
自
ら
の
の

ん
き
さ
を
恨
め
し
く
思
っ

た
。

　

頭
を
切
り
替
え
、
14
時

か
ら
始
ま
る
リ
ハ
ー
サ

ル
の
サ
イ
ト
を
開
い
た
。

ま
だ
少
し
残
っ
て
い
る
。

ほ
っ
と
し
た
。

　

す
ぐ
に
空
い
て
い
る
席

を
ク
リ
ッ
ク
し
申
し
込

み
、
カ
ー
ド
で
支
払
っ

た
。
そ
の
間
に
も
、
空
席

が
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て

い
く
。

　

安
心
す
る
と
、
１
日
の
疲
れ
が
ど
っ
と
出
た
。

冷
蔵
庫
か
ら
濁
り
ビ
ー
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
取

り
出
し
、
グ
ラ
ス
に
注
ぎ
一
気
に
飲
ん
だ
。

　

テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
の
話

題
が
目
に
飛
び
込
ん
だ
。
ロ
シ
ア
代
表
の
歌
手
、

ユ
リ
ア
・
サ
モ
イ
ロ
ワ
が
出
場
禁
止
と
な
っ
た
。

脊
髄
性
筋
萎
縮
症
を
患
い
「
車
椅
子
の
歌
手
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
の
許
可

を
取
ら
ず
に
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
入
っ
た
の
が
原
因

と
い
う
。

　

Ｄ
Ｊ
の
セ
ル
ゲ
イ
君
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。

　
「
ユ
リ
ア
が
来
な
く
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
も
し

来
た
ら
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
ド
ン
バ
ス
で
ロ

シ
ア
に
や
ら
れ
車
椅
子
生
活
を
送
る
帰
還
兵
が
暴

れ
出
し
て
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
」

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
77

ユーロビジョンにロシア代表出場禁止

2017（平成29）年６月２日（金）
14：00開演（13：00開場）
八尾市文化会館プリズムホール
■チケット（全席指定・税込み）
S席5,500円
A席5,000円
（※18歳未満は入場不可）

いまでこそ漫談に CM に引っ張りだこの綾小路きみまろ
ですが、現在の売れっ子になるまでには自作 CD をバス停
で配ってまわったこともあったそうです。そうした経験こ
そが今日の芸の下地になっているんでしょうね。

 綾小路きみまろ　笑撃ライブ2017
 ～知らない人に 笑われ続けて～

第 5回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 29年８月 31日（木）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1992 年４月２日～ 2002 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成29年10月（日にち未定）
　　　　　14時～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

楽しい仕事が見つかります !
未経験
大歓迎！

障がい者専用求人
月　給
モデル 90,527円

（4.5 時間 /日、1ヶ月 23日で皆勤手当含）
①裁　断
生地の地の目を整える作業により、 製品化後の変化や縮み等を最小限に抑えます。
1着 1着、サイズ・デザイン・動き等を考慮し裁断します。
②縫　製
一切、直線や平面のない人体に平面の生地を添わせるには、アイロンワークと立体を生み出
す縫製が重要です。この技術こそが長年の修練の賜物であり、 我々が継承したいものなので
す。
③仕上げ
この時点までは、
出来上がった服は
言うなれば化粧前。
 最後の仕上げプレ
スによって服は命
を吹き込まれ、 人に
寄 り 添 う パ ー ト
ナーとなります。

NPO法人 テイラーズ・ギルド
電話　072-943-1647（担当 /森川）
八尾市久宝寺 4-4-30

4,104

来
年
４
月
か
ら
の

 

中
核
市
移
行
で 

大
阪
府
に

申
入
書

八尾市新
井
純
副
知
事 （
左
） に
申
入
書
を
手
渡
す
田
中
誠
太
八
尾
市
長

12日  大阪府倫理法人会幹事長　鈴木昭彦氏「倫理経営を実践する日々」
19日  大阪府倫理法人会相談役　木村雅氏「希望の倫理」
16日  倫理研究所法人スーパーバイザー　佐藤福男氏「人生の主役として生きる ～人生春夏秋冬～」
23日  八尾市倫理法人会会員　間鍋雄樹氏「後継者倫理塾に入塾してからの気付きと変化」
30日  東大阪市倫理法人会事務長　志波大輔氏「苦難から逃げ続けた過去、苦難へ立ち向かう未来」

212日  倫理研究所近畿方面長　松本真志氏「正直者は愛される」
19日  大阪西区倫理法人会会長　畔川寧氏「100%の会長になりなさい」
26日  元近畿大学文芸学部舞台芸術家教授　碓井範子氏「ダンスの創造性を通じて、人とのつながりを育てるという芸術館」

18日  大阪府倫理法人会相談役　木村雅氏「希望の倫理」
111日  八尾市倫理法人会会長　高木幸賢氏「倫理法人会で真の指導者に出会う‼」

25日  倫理研究所法人スーパーバイザー　佐藤福男氏「わかりやすい倫理入門～縁尋奇妙・多逢聖因～」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はマナビックスYAO（近鉄八尾線八尾駅・中央南出口より徒歩約5分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―4963―5820５月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-883-1156５月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6748―8838５月の予定

　

桃
源
の
里
治
療
院
（
小

橋
稔
子
代
表
）
は
３
月
か

ら
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
た
。
オ
イ
ル
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

　

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ス
と
エ
ク
ス
ト
ラ
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
た
。
前
者
は

ミ
ネ
ラ
ル
オ
イ
ル
で
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
後
者
は
エ

ク
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
コ
コ

ナ
ツ
オ
イ
ル
（
ま
た
は
セ

サ
ミ
オ
イ
ル
）
で
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
。
精
油
を
混
ぜ
ア

ロ
マ
効
果
で
心
も
体
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
。

　

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ス
は
、
60
分
５
、
５

０
０
円
、
90
分
７
、
５
０

０
円
、
１
２
０
分
９
、
５

０
０
円
。

　

エ
ク
ス
ト
ラ
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
は
、

60
分
７
、
８
０
０
円
、
90

分
１
０
、
０
０
０
円
、
１

２
０
分
１
３
、０
０
０
円
。

　

一
度
受
け
た
ら
ハ
マ
っ

て
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
人

が
続
出
し
て
い
る
。

オ
イ
ル
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で

　
　
　 

心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

３
月
か
ら
新
サ
ー
ビ
ス
開
始オイルリラクゼーショ

ンを受けるリピーター

　

株
式
会
社
オ
ー
プ
ル
（
八
尾
市
本
町
２
―
８
―

３
）
の
池
田
貴
彦
社
長
（
63
）
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
留
学
生
を
連
れ
て
田
中
誠
太
八
尾
市
長
を
４
月

８
日
に
表
敬
訪
問
し
た
。

　

同
社
は
地
域
に
密
着
し

た
在
宅
介
護
・
サ
ー
ビ
ス

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
訪
問

介
護
・
福
祉
用
具
レ
ン
タ

ル
な
ど
）、
住
宅
改
修
を

展
開
し
て
い
る
。

　

池
田
社
長
は
十
数
年

前
、
看
護
師
不
足
の
な
か

中
国
か
ら
看
護
師
を
受
け

入
れ
よ
う
と
考
え
た
。
実

際
に
受
け
入
れ
て
看
護
師

と
し
て
育
て
、
池
田
社
長

が
運
営
す
る
施
設
で
働
い

て
も
ら
う
こ
と
に
。

　

さ
ら
に
、
知
人
の
依
頼

で
２
０
１
３
年
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
大
学
で
講
演
し

た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
の
受
け
入
れ
も
始
め

た
。

　

田
中
市
長
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
総
領
事
と
交
流
が
あ

り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大

学
と
協
定
が
結
ぶ
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
熱
く
語
っ

た
。

　
「
彼
女
た
ち
は
看
護
資

格
を
取
り
、
八
尾
市
の
病

院
で
働
く
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
」
と
い
う
池
田
社

長
の
力
強
い
言
葉
に
留
学

生
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て

い
た
。

左
か
ら
２
人
目
池
田
貴

彦
社
長
、
中
央
田
中
誠

太
八
尾
市
長
（
八
尾
市

役
所
５
階
応
接
室
で
）

　

来
年
４
月
か
ら
八
尾
市
が
中
核
市
へ
移
行
す
る
予
定
で
、
大
阪
府
へ
の
同

意
申
入
式
が
、
４
月
13
日
（
木
）
午
後
２
時
か
ら
大
阪
府
庁
本
館
３
階
特
別

会
議
室
大
で
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
八
尾
市
か
ら

田
中
誠
太
市
長
、
吉
川
貴
代
政
策
企
画
部
長
が
出
席

し
新
井
純
副
知
事
に
同
意

桃
源
の
里
治
療
院

ラ
ブ
の
会
長
ら

約
20
人
が
参
加

し
た
。

　

そ
の
後
、
部

屋
を
変
え
て
懇

親
会
に
。
開
会

の
挨
拶
で
、
中

田
良
文
会
長

は
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及

が
世
界
中
に
行

き
渡
り
、
購
買
方
法
が

様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

知
恵
を
絞
り
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
大

き
な
波
を
乗
り
越
え
ま

し
ょ
う
」
と
力
強
く
話

し
た
。

定例総会
懇親会 開　　催
大
き
な
波
を

乗
り
越
え
よ
う

　

第
38
回
八
尾
産
業
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
中
田
良

文
会
長
）
の
定
例
総
会

が
４
月
14
日
に
料
亭
十

三
屋
（
奈
良
県
生
駒
郡

三
郷
町
信
貴
山
西
３
）

で
開
か
れ
、
各
産
業
ク

懇親会で挨拶する中田良文会長

第38回八尾産業クラブ連合会

八尾市山本町南１－10－23
　  0120-35-5678
《営業時間》10時～19時
定休日 日曜日・祝日  ※駐車場完備

桃源の里治療院

中田会長が抱負


